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平成 29 年度第５回大規模事業評価専門委員会  

配付資料一覧 

 

 

 

 

 ○資料 No.１ 公共関与型産業廃棄物最終処分場整備事業  

継続審議及び現地調査資料 

 

 

参考資料 平成 29 年度 第４回大規模事業評価専門委員会の審議概要について 

     （公共関与型産業廃棄物最終処分場整備事業のみ） 
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○開催日

    平成29年11月14日（火）　 13：00～１7：35

○対象案件

○行程
0:10 0:10 調査時間 1:15 0:10

始 13:00
移動時間

着 13:20
移動時間

着 14:45
移動時間

着 17:15

0:10 1:15 1:15

―――― ―――― ――――

(水沢江刺駅経由) (水沢江刺駅経由)

発 13:10 発 13:30 発 16:00 発 17:25

0:10

移動時間
着 17:35

0:10

――――

資料No.１-１

平成29年度 大規模事業評価専門委員会 現地調査行程表

公共関与型産業廃棄物最終処分場整備事業

県庁 盛岡駅

◎時間は現時点での目安であり、交通状況等により変更になる場合があります。

解散

公共関与型
産業廃棄物最終処分場

整備事業

奥州市
（いわてクリーンセンター）

車庫前
盛岡駅（西口ﾊﾞｽ

ﾀｰﾐﾅﾙ付近）

盛岡市

県庁

車庫前

盛岡市

盛岡駅（西口ﾊﾞｽ
ﾀｰﾐﾅﾙ付近）

出発
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田野畑村  

岩泉町  

山田町  

宮古市  

大槌町  

釜石市  

住田町  

陸前高田市  

大船渡市  

一戸町  
九戸村  

軽米町  

二戸市  

野田村  

普代村  

洋野町  

久慈市  

滝沢市  

紫波町  

岩手町  

葛巻町  

雫石町  

八幡平市  

 

平泉町  

金ヶ崎町  

西和賀町  
遠野市  

一関市  

奥州市  

北上市  

花巻市  

 

盛岡市  

【奥州市】  
公共関与型産業廃棄物最終処分場整備事業  
※対象事業地は八幡平市にあるが、視察については既存施設の稼働し

ている奥州市江刺区にて実施するもの。  

 
 

 
 
 

平成 29 年度 第５回大規模事業再評価専門委員会 

現地調査 位置図 

 

 

資料 No.１-２ 
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公共関与型産業廃棄物最終処分場整備事業 

平成 29 年度第 4 回大規模事業評価専門委員会における委員からの質問への回答 
 
１ いわてクリーンセンターにおいて処理する廃棄物の発生から最終処分に至る経過がわかる資料 
を示すこと。（佐々木委員長）  

 
 いわてクリーンセンターにおいて埋立処分している主な産業廃棄物（平成 28 年度実績）、発生業

種及び工程の概要は次のとおりです。 

主な産業廃棄物の種類 
割合 

（％） 
主な発生業種 発生工程 

ガラスくず、コンクリ

ートくず及び陶磁器く

ず 
55.3 建設業 建築物の建築・解体 

無機性汚泥 17.5 （火力）発電事業 排ガス処理 
燃え殻 16.9 産業廃棄物処理業 焼却 
※「ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず」のうち、廃石膏ボードが約 100％を占める。 
 

なお、産業廃棄物の受入までの手続きについては、別添資料１「いわてクリーンセンター利用案

内」における「4.受入れ（搬入）までの手続きフロー」を参照願います。 
 上記搬入手続きが終了した後、現場の指示に従い、当該産業廃棄物を埋立区画内に荷下ろししま

す。 
 
 
 
 
２ いわてクリーンセンターで処理する廃棄物の主な品目別（石膏ボード、無機性汚泥、燃え殻 etc.）

の処理量及び今後の見通しを示すこと。（佐々木委員長）  
 
 ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（廃石膏ボード）、無機性汚泥及び燃え殻に係る平 
成 17 年度～平成 28 年度における埋立処分実績及び平成 29 年度～平成 49 年度（Ⅰ期埋立終了年 
度）における埋立処分推計量を別紙１に示します。 
 なお、Ⅱ期及びⅢ期に係る各産業廃棄物の埋立処分量の見通しですが、「ガラスくず、コンクリー 
トくず及び陶磁器くず」（主に廃石膏ボード）については、今後、建築物の解体の増加に伴い、受入 
量の増加を見込んでいます。一方で、「無機性汚泥」及び「燃え殻」については、人口減少等に伴っ 
て、受入量は減少するものと見込んでいます。したがって、Ⅰ期に係る推計量と同値を採用してい 
ます。 
 

平 成 2 9 年 1 1 月 1 4 日 
岩手県環境生活部廃棄物特別対策室 

資料 No.１-３ 
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３ 新処分場の候補地選定の経緯、特にも戦略的アセス等の自然環境への配慮の視点がどの程度あ

ったのか示すこと。（島田委員）  
 
 戦略的環境アセスメントとは、事業に先立つ早い段階で、著しい環境影響を把握し、複数案の環 
境的側面の比較評価及び環境配慮事項の整理を行い、計画の検討に反映させることにより、事業の 
実施による重大な環境影響の回避又は低減を図るため、上位計画のうち事業の位置・規模等の検討 
段階のものについて実施する、とされています。 

本事業におきましては、外部有識者を委員とする産業廃棄物処理施設整備基本方針検討委員会の

提言を踏まえ策定した産業廃棄物処理施設整備基本方針（平成 25 年３月策定。以下「基本方針」と

いう。）において概ねの施設規模（敷地面積：30～50ha、埋立容量：130～200 万 m3）を決定しま

した。 
その後、同じく外部有識者を委員とする公共関与型産業廃棄物最終処分場整備候補地選定委員会

（平成 25 年６月設置。以下「選定委員会」という。）による検討のうえ整備候補地５か所を選定し、

最終的に八幡平市を最終候補地として決定させていただきました。 
選定委員会による整備候補地の選定過程は、1 次選定における自然環境保全区域等の除外、2 次選

定における環境省レッドリストの絶滅危惧のうちⅠA・B 類の希少動植物及びⅡ類猛禽類生息地の除

外等、別紙２に示すとおりです。なお、選定委員会による審議過程を可能な限り県民に公開するな

どオープンな議論を行っております。 
 
 

  
４ 新処分場の候補地選定委員会で選定した 5 地区から八幡平市を選定したときに、どういう観点

から選定したのか、2、3 点程度示すこと。（加藤委員）  
 
 ５か所の整備候補地は、いずれも候補地としての要件を十分に満たしていますが、地域住民の間

に最終処分場整備に前向きな御意見と消極的あるいは否定的な御意見とがあり、市町ごとに差異が

あったところです。 
 整備候補地を所管する５市町との意見交換などを踏まえ、排出重心に近く、処分場建設に伴う交

通への影響は小さいこと、また、放流河川には漁業権が設定されておらず、農業利用もないこと等

から、八幡平市を最終候補地とさせていただきました。 
  
※ 「排出重心」とは、県内各地域別の排出量を基にした重心位置であり、「国道 106 号上の盛岡市

と宮古市との境」の位置です。 
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５ 現・いわてクリーンセンターの経営状況と、今回の新処分場整備に伴う設備投資の回収のしか

たのスキームを示すこと。（秋山委員）  
 
 (1) 現・いわてクリーンセンターの経営状況について 
   一般財団法人クリーンいわて事業団の財務の状況については、県の「平成 29 年度県出資等法

人運営評価レポート」（別紙３参照）に記載されており、県総務部が独立採算度等を A～D の 4
段階で評価した結果は「A：良好」となっています。 
なお、いわてクリーンセンターを運営する一般財団法人クリーンいわて事業団の平成 28 年度

末の主な財務指標として、次のものが挙げられます。 
  ア 自己資本比率 55.3%（一般的に 50%以上なら優良とされる。） 
  イ 流動比率   377.2%（一般的に 200%以上なら優良とされる。） 
 
 (2) 今回の新処分場整備に伴う設備投資の回収のスキームについて 
   新処分場整備に伴う設備投資に係る県から一般財団法人クリーンいわて事業団への貸付金は、

Ⅰ期、Ⅱ期及びⅢ期の各期について、15 年間での返済を予定しています。 
返済資金は、新処分場の埋立処分収入により賄われます。 

 
 
 
６ 処分場建設時、運営時それぞれにおける自然環境への配慮について、資料説明と、いわてクリ

ーンセンター現地見学時の現地説明の両方を行うこと。（島田委員） 
 

本事業の実施に当たっては、岩手県環境影響評価条例に基づく環境影響評価を行い、環境に十分

に配慮しながら進めていくこととしております。 

今年 1 月、条例に基づく方法書の公告・縦覧及び説明会を開催するとともに、準備書の作成に向

けた現況調査を行っているところです。 

これまでに、動物（猛禽類・鳥類や昆虫類など）や植物などの早春季、春季、夏季及び秋季調査

を実施済みであり、今後、冬季調査を進めながら希少種の生育生息状況の全体を把握した上で、専

門家の御意見等を踏まえ保全措置等を検討し準備書及び評価書を取りまとめていきます。 

なお、いわてクリーンセンターⅡ期最終処分場整備の際の環境影響評価において、ヒメビシ、イ

トモ、ナガエミクリの３種については、生息地の改変による影響が大きいとの評価により、環境保

全措置としてビオトープを造成し移植しています。（別紙４参照） 
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別紙１

■基準年度(H22)と最終年度(H49)との差が最も小さい推計式を採用
■H17～22の実績による推計

単位：t/年

合計

実績 H17 24,249 4,540 4,887 1,244 34,920 372 916 36,208
H18 26,085 4,399 6,339 1,444 38,267 411 1,364 40,042
H19 24,147 4,057 6,448 2,802 37,454 446 1,757 39,657
H20 23,410 3,337 4,946 2,118 33,811 485 1,594 35,890
H21 18,416 5,055 4,692 2,781 30,944 507 1,452 32,903
H22 20,224 6,156 4,499 3,759 34,638 256 1,117 36,011
H23 24,005 6,079 5,594 4,907 40,585 227 891 41,703
H24 25,412 9,550 10,025 6,038 51,025 265 1,106 52,396
H25 27,537 11,356 8,340 5,978 53,211 273 1,152 54,636
H26 25,529 10,097 8,432 4,590 48,648 268 1,037 49,953
H27 23,997 7,122 7,207 3,150 41,476 233 916 42,625
H28 23,053 7,037 7,295 4,286 41,672 - - 41,672

推計 H29 22,755 6,496 5,302 4,075 38,628 322 1,367 40,317
H30 22,755 6,547 5,302 4,092 38,696 315 1,367 40,378
H31 22,755 6,589 5,302 4,105 38,751 310 1,367 40,428
H32 22,755 6,623 5,302 4,113 38,793 304 1,367 40,464
H33 22,755 6,650 5,302 4,120 38,827 299 1,367 40,493
H34 22,755 6,673 5,302 4,124 38,854 294 1,367 40,515
H35 22,755 6,691 5,302 4,127 38,875 289 1,367 40,531 1年目
H36 22,755 6,706 5,302 4,129 38,892 285 1,367 40,544 2年目
H37 22,755 6,718 5,302 4,131 38,906 280 1,367 40,553 3年目
H38 22,755 6,728 5,302 4,132 38,917 276 1,367 40,560 4年目
H39 22,755 6,736 5,302 4,133 38,926 272 1,367 40,565 5年目
H40 22,755 6,743 5,302 4,133 38,933 268 1,367 40,568 6年目
H41 22,755 6,748 5,302 4,134 38,939 264 1,367 40,570 7年目
H42 22,755 6,752 5,302 4,134 38,943 261 1,367 40,571 8年目
H43 22,755 6,756 5,302 4,134 38,947 257 1,367 40,571 9年目
H44 22,755 6,759 5,302 4,135 38,951 254 1,367 40,572 10年目
H45 22,755 6,761 5,302 4,135 38,953 251 1,367 40,571 11年目
H46 22,755 6,763 5,302 4,135 38,955 248 1,367 40,570 12年目
H47 22,755 6,765 5,302 4,135 38,957 245 1,367 40,569 13年目
H48 22,755 6,766 5,302 4,135 38,958 242 1,367 40,567 14年目
H49 22,755 6,767 5,302 4,135 38,959 239 1,367 40,565 15年目

H17-22平均 修正指数式 H17-22平均 修正指数式 － べき乗式 H17-22平均 － －

ばいじん

採用式

年度
現受託分 焼却残渣量相当分

合計
処分場
年数

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸ
ﾘ

燃え殻 無機汚泥 その他 燃え殻
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（選定委員会による整備候補地選定過程） 

岩手県全域から調査対象地を選定し、段階的（１～４次）に絞り込みを行いました。その概要を

以下に示します。 
【１次選定】 
 １ 立地を回避すべき区域の設定 

（１）自然環境保全 
   ①自然環境保全区域（自然環境保全法） 
   ②自然公園地域（自然公園法） 
   ③鳥獣保護区特別保護地区（鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律） 
   ④環境緑地保全地域（岩手県自然環境保全条例） 
 （２）土地利用計画 
   ①保安林（森林法） 
   ②用途地域（都市計画法） 
   ③市街化区域（都市計画法） など 
 （３）防災 
   ①地すべり防止区域（地すべり等防止法） 
   ②砂防指定地（砂防法） など 
 （４）その他 
   ①伝統的建造物群保存地区（文化財保護法） など 
 ２ 最終処分場の建設に適した場所の抽出 

立地回避区域（上記１）以外の地域から、基本方針及び最終処分場の一般的条件として以下 
に示す条件を設定し、調査対象地を抽出しました。 

要件項目 抽出条件 
①面積要件 ・概ね 30～50ha の敷地面積が確保できる場所 
②埋立容量要件 ・概ね 130～200 万 m3 の埋立容量が確保できる場所 

③施工要件 
・谷筋勾配が緩やか（道路勾配：6～8％程度以下） 
・両側の斜面勾配が概ね１：1.5 以上の沢地形 

④アクセス要件 ・既存道路からの距離（２km 未満） 

⑤周辺要件 
・住宅地が近隣していない場所（貯留構造物から最寄住居まで 300m 以 

上） 
 

【２次選定】 
１次選定により選定された 115 か所の調査対象地から、以下に示す調査対象地を除外しました。 

 ① 環境省レッドリストの絶滅危惧のうちⅠA・B 類の希少動植物に係る既知の生息地・生育地 
  でないこと。 
 ② 環境省レッドリストの絶滅危惧のうち、Ⅱ類の猛禽類に係る既知の生息地でないこと。 
 ③ 活断層から 300m 以内でないこと。 

別紙２ 
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 ④ 上水道水源から１km 以内でないこと。 
 ⑤ 幼稚園、小中学校、高校等から 500m 以内でないこと。 
 
【３次選定】 
  ２次選定により選定された 39 か所の調査対象地について、以下に示す条件により評価を行い 
 ました。 

１ 客観的評価 
（１）アクセス上の障害事象（回避条件） 
 ① 線路を横断する必要があり、踏切の移設や新設が困難。 
 ② 河川を横断する必要があり、大規模な架橋が必要。 

 （２）地域文化の保護（回避条件） 
    文化財保護法及び条例で指定されている史跡名勝、天然記念物その他文化財が、調査対象 

地から概ね１km の範囲内にある場合 
 ２ 相対的評価 
 （１）放流想定河川等までの距離 
 （２）排出重心からの距離 
 
【４次選定】 
  ３次選定により選定された 10 か所の調査対象地について、以下に示す条件により評価を行い、 
 最終的に５か所の整備候補地を選定しました。 
１ 相対的評価 
（１）放流先河川の利水状況 
（２）運搬車両の通行による影響 
（３）建設費 
（４）埋立区域の規模 
２ 総合評価 

   １次選定から４次選定（相対的評価）までの評価項目を総合的に評価。 
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ビオトープ 

生息植物  
いわてクリーンセンターのビオトープ池に生息する植物たちです。毎年、地元の子供たちや自治会の方々と希少植物観察

会を行い、「人間と環境との関わり」を学び、環境についての理解と関心を高める場となっています。  

ヒメビシ（ヒシ科）  

いわてレッドデータＡランク  

 

普通のヒシより葉が小さく、実にはトゲが４本（普通のヒシは２本）あります。  

イトモ（ヒルムシロ科）  

いわてレッドデータＢランク  

 

その名のとおり細くて弱々しい水草です。秋になると茎の先に冬眠の芽を作ります  

ナガエミクリ  （ミクリ科）  

いわてレッドデータＤランク  

 

実がクリのようになるので「ミクリ」の名があります。夏になると水上に実をつけます。  

別紙４ 
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ミツガシワ  (ミツガシワ科 )  

いわてレッドデータＤランク  

 

高原の水辺などに生息し、春に白い花をつけます。葉は３枚１組です。  

施設公開・観察会  
第 13 回施設公開・希少植物観察会（開催日：平成 28 年 8 月 6 日） 

 

ビオトープ池  

 

ビオトープ池で生物観察  
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第４回大規模事業評価専門委員会の審議概要 

（公共関与型産業廃棄物最終処分場整備事業分のみ） 
 

１ 公共関与型産業廃棄物最終処分場整備事業（事前評価） 

質疑等の概要 

専門委員からの質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

① ・いわてクリーンセンターで処理する廃棄物

の発生から最終処分に至る流れについて、整

理して説明すること。 
 

（廃棄物特別対策室）次回以降整理して説明

する。 

② ・いわてクリーンセンターで処理する廃棄物

の主な品目別の処理量及び今後の県内の廃

棄物の見通しについて、整理して説明するこ

と。 
 

（廃棄物特別対策室）次回以降整理して説明

する。 

③ ・最終候補地選定の経緯及び選定過程におけ

る戦略的環境アセスメントなど自然環境へ

の配慮の考え方について、整理して説明する

こと。 
 

（廃棄物特別対策室）次回以降整理して説明

する。 

④ ・5 か所の整備候補地から最終候補地を選定

した理由について、整理して説明すること。 

（廃棄物特別対策室）次回以降整理して説明

する。 

 

⑤ ・いわてクリーンセンターの経営状況と新処

分場における設備投資の回収の方法につい

て、整理して説明すること。 
 

（廃棄物特別対策室）次回以降整理して説明

する。 

 

⑥ ・新処分場の建設時及び運営時における自然

環境への配慮について、整理して説明するこ

と。 
 

（廃棄物特別対策室）次回以降整理して説明

する。 

 

 

参考資料  
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